
２学年（６５回生）より

「夏休み」とはいっても、各教科の夏季課題、主力として引っ張る部活動と、
多忙な夏を過ごした６５回生。長期休暇だからこそできる活動も行いました。
１～４組（普通科）は進取の取り組みとして、街頭アンケートや電話・訪問イン
タビューを行い、地域の方々から上五島の問題を解決するヒントを学ばせていた
だきました。４組（普通科就職）は約半数の生徒が島内外で３日間のインターン
シップを行い、仕事の実態と働くことの大変さ、やりがいを知りました。５組
（電情科）の電験三種受験者は、合格に向け勉強を頑張っているところです。
２学期は６５回生の活躍するイベントが目白押しです。定期試験や部活動の大会
だけでなく、大きな学校行事も２年生が中堅学年として盛り上げ、これまで以上
に充実した日々になりそうです。一つ一つの活動を、仲間と協力しながら、悩ん
で楽しんで乗り越えていきましょう。

１学年（６６回生）より

７月２２日（土）、長崎大学で行われた第二種電気工事士技能試験に１年４
組（電気情報科）が挑戦しました。入学時より資格取得に向け早朝、放課後の
補習に取り組んできました。努力を継続する力も「学力」の一つです。今後の
高校生活を支える力になってくれると思います。さて６６回生にとって初めて
の「高校の夏休み」が過ぎようとしています。先日ある生徒と会話すると「中
３の頃は毎日海で泳いでいたのに、まだ２回しか行けてません．．．。」との
こと。高校の夏休みは補習に部活動にと忙しかったようです。２学期は体育祭、
文化祭という２大行事がありつつ、部活動の新人戦も始まります。もちろん学
習がおろそかになってもいけません。ご家庭では今一度生活サイクル（起床、
帰宅、夕食、就寝）を観察していただき、何か気になる様子がありましたら担
任の先生にご相談されてください。今後とも本校の教育活動にご協力のほどよ
ろしくお願いします。
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「四馬のたとえ」
校長 原 昌紀

上高生にとっては、補習、遠征、合宿と忙しかった夏休みも終わり、９月を迎
えようとしています。夏休みは、これまでの自分自身を振り返り、それぞれ思い
をもって２学期に臨んでいることと思います。また、夏休み中は各地で様々な行
事が行われ、本校からも部活動や個人で参加した人も多かったのではないかと思
います。
７月下旬に有川で「十七日祭り」があり、翌日、実行委員の方がイベントの進

行を手伝った放送部へのお礼に本校にお見えになりました。その時、本校生徒に
対して次のようなお褒めの言葉をいただきました。「イベントが終了し、テント
や椅子など後片付けの段階で人手が足りず、困っていたところ、上高の生徒さん
数名がさっと来て、後片付けを手伝ってくれました。上高の生徒さんの行動に本
当に感謝しています。」この話をきいて、私は本当に嬉しく思い、上高生の素晴
らしさを実感したところです。
表題は、２５００年前に仏教の開祖である釈迦により、人々に語られたという

説話（人生についてのたとえ話）の一つです。それは、次のような話です。
馬には、４つのタイプの馬がいる。

第一の馬は、騎手の心を読みとる行動ができ、騎手が速く走りたいと思えば走り
出し、景色をながめながらゆっくり行きたいと思えばゆっくり歩み始める賢い馬。
第二の馬は、騎手が鞭を振り上げただけで何をすべきか察知し走り出す優れた馬。
第三の馬は、鞭を当てられてから走り出す馬。
第四の馬は騎手が走ろうと鞭で打っても強情にただ暴れるだけで役に立たない馬。
釈迦はこのような話にたとえて人生について説いていたのです。
これを今回の祭りでの行動にたとえれば、本校生徒のように誰から言われなく

ても率先して後片付けをする人、他の人が片付けるのを見て気づき、自分も片付
けを手伝う人、手伝いを頼まれてから片付けを手伝う人、頼まれても片付けを手
伝わない人となるのでしょう。果たして自分は普段から何番目の行動をとってい
るのか、身近な小さな事でもこのような違いが積み重なり、今後の生き方は大き
く異なると思います。自分の事として考えてみたいものです。
間もなく、本校の大きな行事の一つである体育祭が開催されます。体育祭では、

それぞれ団やクラスにおいて自分の役割があると思いますが、周りを見ながら自
分がやるべき事を考え、率先して行動することを期待します。皆で団や学年、ク
ラスを盛り上げ、素晴らしい体育祭を創りましょう。

各学年より

３学年（６４回生）より

６４回生が３年生になってから、はや５か月。この夏は進学組・就職組いず
れも勝負に備える重要な準備期間として、学習合宿や履歴書作成・面接練習な
どそれぞれしっかりと取り組んでいるところです。ところで、高校生が社会に
出る前につけておくべき力が、私たちが高校生だった頃とはずいぶん変わって
きたように思います。単に知識量・暗記量が能力として認められていた時代か
ら、現在は思考力・表現力・協調性などまで含めたものを「学力」と呼ぶ時代
になっています。これらを身につけるためには、まず「自分の頭で考えようと
する」ことが大切です。判断を人に任せ、言われたことしかできないようでは
だめだということです。自分の進路について「見たくないもの」「受け入れた
くない情報」としっかり向き合いながら、一歩ずつ進む力。こんな「ふつう」
の力が一番大事なのかもしれません。このことを念頭において指導していきた
いと思っています。

学習合宿
毎年恒例の「浜ノ浦学習合宿」が、

８月１日（火）をスタートに６泊７日の日程で行われまし
た。１日１１時間を超える勉強漬けの日々の中で、最初こ
そつらそうな顔も見えましたが、３日目を越えたあたりか
ら皆「受験生」の顔に徐々に変化していったように思いま
す。この夏を越えて秋以降の実りに期待したい所です。



７月２４日（月）、ＮＰＯ法人ＤＶながさきより
悦晴美先生を講師として迎え「対等な関係をつくる
ために」という題目で、１年生１１３名がＤＶ予防
教室を受講しました。日常における友達同士のやり
とりでもＤＶに繋がるものもあり、自分の気持ちを
上手に相手に伝えることの大切さを学びました。

８月９日（水）、平和集会を行いました。今年の
内容は【上高ピースボード】【DVD鑑賞】【放送部
による朗読】を行いました。「身近な平和」という
題材で、生徒一人ひとりのメッセージを集約した
【上高ピースボード】。【DVD鑑賞】は、１９８３
年に製作された「人間をかえせ」という戦争体験者
の貴重な記録映像の放映。気持ちがこもった【放送
部の朗読】など平和に関する意識を深めることがで
きたのではないでしょうか。

平和集会

デートDV防止教室 大会結果
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振替休日(9/2分)

体育祭会場設営

体育祭 電験三種

振替休日(9/3分)

③就職試験激励会

③土曜学習会

こころのアンケート

①農林水産業説明会

①郷土料理「あご焼き」

講習会(予備日9/19)

③対外模試

③対外模試

敬老の日

考査時間割発表 あいさつ週間～26日

人生の達人セミナー

秋分の日

2学期中間考査

自動車教習Ⅰ期生説明会(16:00～)

③土曜学習会

９月の行事予定

吹奏楽部
◇第６２回長崎県吹奏楽コンクール 銀賞
第６２回長崎県吹奏楽コンクールに出場し「銀賞」

を受賞しました。日頃よりご理解・ご声援いだいて
いる多くの方々に部員一同、感謝しております。今後
も部員一丸となって頑張りますので、ご声援の程、
よろしくお願いいたします。

書華道部
◇第１０回書道パフォーマンス甲子園出場
８月６日(日)に、愛媛県四国中央市で開催された第

１０回書道パフォーマンス甲子園に参加しました。
記念大会ということで、大会のレベルは高く緊張しま
したが、「故郷、上五島」をテーマに自分達らしいパ
フォーマンスができました。入賞は逃しましたが、来
年度に向けてまた一から頑張ります。応援ありがとう
ございました。

陸上競技部（男子）白濵 嵩大 君
◇南東北総体２０１７（インターハイ）男子ハンマー投 予選敗退
７月末にＩＨ（男子ハンマー投げ）へ出場するため、山形県へ

行ってきました。全力を出し切りましたが、予選敗退と悔しい結果
となりました。先輩方が繋いできたＩＨ出場を３年連続と繋げたこ
とは、嬉しく思っています。後は後輩に託したいと思います。
ご声援ありがとうございました。

電気情報科
◇平成29年度工業クラブ５Ｓ標語選考会
優秀賞 2年5組 田坂 裕輔 君
優良賞 3年5組 堀江 柊汰 君

◇平成29年度「社会を明るくする運動」長崎県弁論大会
優秀賞 2年3組 石榮 二千翔 さん

◇平成29年度 佐世保地区高等学校新人陸上競技大会
平成29年8月10日、11日佐世保市総合グラウンド陸上競技場
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男子総合

第1位 2年1組 魚住 玲 君
第1位 2年2組 松尾 崇志 君
第1位 2年3組 山田 大成 君
第1位 2年3組 山田 大成 君
第2位 2年3組 田本 明日香 さん
第2位 1年3組 法村 あかり さん

第2位 2年1組 魚住 玲 君 2年4組 柴垣 優太 君
2年4組 森下 大 君 2年5組 日高 太陽 君

第2位

８月１７日（木）魚目小サマースクールⅡに生徒
２７名が学習支援サポーターとして参加しました。
児童への学習支援や休憩時間での交流を通して、高
校生が夢やあこがれを持たせられるように接してい
く中で、将来の夢へ向けての体験活動を行なうこと
ができました。真剣なまなざしや笑顔があふれる時
間を過ごしました。

魚目小サマースクール


